
　
令
和
3
年
9
月
22
日
（
水
）、
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
ア
メ

ジ
ス
ト
に
て
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
2
部
構
成
の
研
修
会
と
な
っ
て
お
り
1
部
で
は
株
式
会
社

イ
エ
イ
リ
・
ラ
ボ
の
家
入
龍
太
様
に
ご
講
演
を
し
て
頂
き
、

2
部
で
は
福
井
県
に
本
社
を
構
え
る
見
谷
組
様
に
ご
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
１
部
で
ご
講
演
さ
れ
た
家
入
様
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た

建
築
業
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
話

し
て
頂
き
、
２
部
で
ご
講
演
さ
れ
た
見
谷
組
の
担
当
者
様
に

は
実
際
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

の
か
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
技
術
の
変
化
が
著
し
い
昨
今
、
国
土
交
通
省
、
防
衛
省
及

び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
官
民
を
問
わ
ず
建

築
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
に
適
応
し

た
技
術
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
企
業
に
と
っ
て
実
り
の
あ
る
研
修
会
に
な
り
ま

し
た
。

□　「K様邸」　鹿児島市小松原 -　株式会社田川組

048

周囲を道路に囲まれた市街地に建つビルトインガレージ付の住宅。

２階リビングは、プライバシーを確保しながらも開放感があり、

ご家族がゆったりと過ごせるつくりとなっています。
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経
営
者
研
修
会
の
実
施

／　第 48 号

02

　
令
和
4
年
1
月
27
日
（
木
）、
令
和
3
年
度
鹿
児
島
県
建

築
協
会
青
年
部
会
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
佐
々
木
祐
輔
氏
を
議
長
に
任
期
満
了
に
伴
う
次

期
理
事
選
任
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
8
人
の
新
理

事
を
選
任
し
互
選
で
新
部
会
長
と
副
部
会
長
ら
を
承
認
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
で
任
期
を
務
め

た
宇
都
部
会
長
は
「
2
年
間
悔
い
な
く
や
り
切
り
ま
し
た
。

各
理
事
、
部
会
員
、
周
り
の
皆
様
の
お
か
げ
で
様
々
な
事
業

が
で
き
ま
し
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
新
部
会
長
の

重
留
部
会
長
は
「
よ
き
先
輩
に
出
会
え
て
今
の
私
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

青
年
部
会
に
し
た
い
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

次
期
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

　
部
会
長
＝
重
留
巧
治
（
重
留
建
設
）◇
運
営
専
務
＝
内
村

明
高
（
内
村
建
設
）◇
副
部
会
長
＝
近
藤
慶
太
郎
（
田
川
組
）、

山
口
秀
典
（
ヤ
マ
グ
チ
）、
中
池
竜
介
（
中
池
組
）　
◇
委
員

長
＝
田
頭
謙
一
（
田
頭
建
設
）、
中
村
俊
仁
（
協
和
建
設
）、

吉
留
祐
介
（
久
徳
建
設
）◇
監
事
＝
内
山
吉
二
（
内
山
組
）、

田
島
功
輔
（
田
島
組
）、
前
田
忠
倫
（
前
田
組
）

「
役
員
改
選
。
新
た
に
８
人
の
理
事
を
選
任
」

■　新部会長挨拶

令和３年度 臨時総会「BIM研修会～来るべき時に向けて～」

令和３年度 臨時総会

活動報告 ▷ WEB 発信セミナー　〜建設業向けソリューションシステム〜
           　 ▷ 学生との交流会 in 鹿屋工業高校

■ 青年部会 役員ご挨拶■　鹿児島県建築協会青年部部会

■　経営者講習会 BIM 研修会〜来るべき時に向けて〜 部会長挨拶／各委員長挨拶

R E P O R T

■　部会長挨拶■　研修会の様子 ■　BIM研修会

■ 2000 誌ランダムコラム

「人」マル川建設株式会社　川原大地



株式会社田川組

会員研修委員会

近藤　慶太郎

　この 2 年間はコロナに悩まされる
2 年間でした。そんな中、委員会メ
ンバーや青年部会員の皆様のご理解
とご協力を頂きまして最後までやり
抜くことができました。
　委員会事業としては経営者として
の基本知識の習得や、BIM に関する
研修会を行い部会員や OB の皆様に
少しでも会社経営に役立ててもらえ
るよう構築してまいりました。コロ
ナの影響もありオンラインを活用し
た研修会など、これまでと違った設
えになり委員会メンバーの皆さんに
も大変ご苦労をおかけしましたが、
大きなトラブルもなく無事に事業を
行えました。この2年間の経験をしっ
かりと引継ぎ、青年部会をより存在
価値のある組織にしていきます。2
年間本当にありがとうございました。

■ 青年部会としての存在価値

株式会社久保工務店

活動委員会

久保　廣之進

　２年という任期の中で、委員長と
して何ができたのかを考えました。
就任当初は、思い切って色々なこと
に挑戦しようとしましたが、様々な
壁に当たってしまいました。コロナ
の影響もその一つです。外部との交
流が多いこの委員会は、自分たちの
考えだけで物事を進めることはでき
ませんでした。今思えば、ＷＥＢ開催
を中心として…など様々な思いが廻
ります。
　このような中で２年連続「学生と
語る会」を開催させて頂いた鹿屋工
業高校様には感謝の気持ちでいっぱ
いです。委員長としての２年間で多
くの方に出会い、お力添え頂きまし
た。結果を残すことはできませんで
したが、この経験を活かし恩返しで
きるように努力していきたいと思い
ます。県内の学生が一人でも多く、
建築業界に魅力をもち共に働くよう
になることを切に願います。

■ 2 年間ありがとうございました

総務・IT 委員会

一般社団法人鹿児島県建築協会青年部会

株式会社宇都組宇都　孝洋部会長

■ この経験を活かして貢献を

株式会社川原建設

塚田　哲也

　思えば 2 年前に宇都部会長に直接
電話をいただき「大丈夫、大丈夫、
何とかなる。よろしく！」から始まっ
た総務・ＩＴ委員長でした。
　2000 誌の発行、総会の運営、ＷＥ
Ｂ発信セミナーの開催等、様々な事
業に携わらせていただきました。初
めてだらけのことで四苦八苦しなが
らどうにか事業を完遂することがで
きました。初めての委員長としての
不安、しかもコロナ禍にあり、制限
がある中での委員長として何とか
なったのは、部会長をはじめとした
理事の皆様や委員会の皆さんの助け
があったからだと思います。このよ
うな機会を与えてくださったに皆様
に感謝しています。
　この経験を活かして青年部会及び
業界に貢献できればと思います。長
いようで短かった 2 年間でしたが本
当にありがとうございました。

　私が青年部会部会長を拝命致しまして、あっという間に 1 期 2 年間
が経ちました。その間、青年部会員をはじめ、多くの皆様のご協力により、
コロナ禍という厳しい状況ではありましたが様々な事業を開催できたと
実感しており心から感謝申し上げます。

　部会長就任当初より「若年技術者の育成」「建築業に携わる必要不可
欠な知識の向上」今後の建築業界の発展を見据えた「会員同士の親睦」
を事業計画の 3本の柱として事業を計画実施させていただきました。

　しかしながら、コロナの感染拡大防止により、事業の自粛、計画の見
直しが迫られる場面、難しい判断に迫られる場面も多々ありましたが、
理事役員の皆様方のご協力により、実りある事業が実施できたと確信し
ております。

　新年度に入ると理事役員も変わり、新たな体制での青年部会が始まり
ます。建築業界を取り巻く環境はコロナ禍の影響もあり「テレワークの
推進」「働き方改革」「CCUS」「BIM」「インボイス制度」「資材の高騰」等、
非常に早いスピードで変化し続けています。

　その流れに乗り遅れないよう、情報の発信・共有化を図るとともに、
青年部会ならではの活動、そして今後の建築協会の更なる発展を期待し
ております。

■ 青年部会ならではの活動と更なる発展を

ご挨拶
GREETING

編集後記

　２年間２０００誌の編集長としてやってきました。内容の選定もそうですが、レイアウト、
記事を載せる順番、そして改めて文を書くことの難しさを知りました。私が担当する２０
００誌はこれで最後ですが２０００誌はまだまだ続きます。次期委員長のユニークでセン
セーショナルな２０００誌を期待しています。（塚田）　　　　　　　　　　　　　　　　
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令
和
3
年
12
月
23
日
（
木
）、
建
築
協
会
会
議
室
に

て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
W
E
B
発
信
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
建
設
業
向
け
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
勉
強
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
株
式

会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
盛
島
美
春
様
、
田
淵

省
大
様
に
講
師
と
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
前
半
は
「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
に
よ
る
電
子
取
引

の
電
子
デ
ー
タ
保
存
義
務
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
説

明
し
て
頂
き
、
後
半
に
お
い
て
は
電
子
請
求
書
や
契

約
書
の
請
求
書
等
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
企
業
の
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
講
演
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　
会
員
や
関
連
企
業
か
ら
は
約
２０
名
参
加
し
て
頂
き
、

今
後
の
建
築
業
の
働
き
手
の
不
足
に
対
す
る
一
つ
の

可
能
性
と
し
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

0304
　
３
月
１８
日
（
金
）、
鹿
屋
工
業
高
校
に
て
青
年
部
会

事
業
と
し
て
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
学
生
と
の
交
流

会
（
訪
問
型
）
を
行
い
ま
し
た
。
建
築
学
科
の
１
年
生

に
ま
ず
初
め
に
建
築
業
務
の
内
容
や
施
工
管
理
の
説
明

を
す
る
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
後
半
は
実
際
に
現
場
で
働

い
て
い
る
大
工
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
鉄
筋
を
結
束
し

て
、
そ
の
後
墨
出
し
を
す
る
施
工
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
担
任
の
平
岡
先
生
は
「
１
年
生
に
と
っ
て
現
場
で
働

い
て
い
る
職
人
さ
ん
と
施
工
体
験
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
あ
る
の
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
。」
と
こ
の
交

流
会
の
重
要
性
を
話
し
て
く
だ
さ
り
、
生
徒
の
外
西
さ

ん
は
「
今
後
建
設
会
社
に
入
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
す
る
か
わ
か
っ
た
の
で
と
て
も
た
め
に
な
り
ま

し
た
。」
と
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
と
の
交
流
会

「 人   」 MARUKAWA―マル川建設株式会社―　　川原大地

建設業向けソリューションシステム勉強会

一生懸命だと知恵が出る

中途半端だと愚痴が出る

いい加減だと言い訳が出る

　戦国時代の武将、武田信玄が残した有名な言葉で

す。400 年以上も前に語られた言葉ですが「確か

に！」となってしまいます。

「これだけいろんなことが発展しても、人の心の奥

底は 400 年以上前からあんまり変わってないんだ

な・・・」そう思いつつ自分のことを思い返し、反省。

　武田信玄は人の心や能力を見極めることに長けて

いたようで他にも多くの言葉を残しており、どれも

考えさせられるものばかり。400 年以上の未来にも

つながる言葉。

　一度きりの人生、一生懸命に生きて未来に残る

カッコイイ言葉を語ってみたいものです。

　信玄師匠の言葉の意味を考えながら、なぎさ温泉

（枕崎市）の湯に浸かる。海と山と街が一望出来て

解放感が最高です。おすすめの時間帯は日の入り前。

一生懸命だと夕日が心に沁みます（笑）

ひ  と ■　ボランティア活動

　令和４年 1 月 27 日（木）

に青年部会員 21 名でボラン

ティア活動を行い、主に天文

館周辺のゴミ拾い活動をしま

した。ご参加頂いた部会員の

皆様有難うございました。

　私達の仕事は地域と共に

あってこそです。青年部会は、

地域への貢献活動も積極的に

行っています。

in   

鹿
屋
工
業
高
校


